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(57)【要約】
　本発明は、電気的なエネルギー蓄積セル（１０）を少
なくとも部分的な範囲で製造する方法に関し、エネルギ
ー蓄積セル（１０）は、蓄積セルハウジング（１２）を
有し、この中に、エネルギー蓄積セル（１０）を動作さ
せるのに必要な電極／セパレータ配列体（３０）が収め
られており、電極／セパレータ配列体（３０）は、カソ
ード層（３６）とアノード層（３４）とを順番に並べた
層構造（３２）を有しており、対向するカソード層とア
ノード層（３６，３４）とは、セパレータ層（３８）に
よりそれぞれ互いに分離されており、電極／セパレータ
配列体（３０）は、配列体表面（４０）を有している。
本発明による方法は、以下のステップを有する：電極／
セパレータ配列体（３０）を用意し、自己付着性を有し
て形成されたプラスチックフィルム（５８）を用意し、
自己付着性のプラスチックフィルム（５８）を、配列体
表面（４０）の少なくとも一部領域に着設する。それに
対応して、本発明は、本発明による処理ステップを実施
することができるように構成された対応するユニットを
有する装置に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気的なエネルギー蓄積セル（１０）を少なくとも部分的な範囲で製造する方法であっ
て、
　前記エネルギー蓄積セル（１０）は、蓄積セルハウジング（１２）を有し、この中に、
前記エネルギー蓄積セル（１０）を動作させるのに必要な電極／セパレータ配列体（３０
）が収められており、
　前記電極／セパレータ配列体（３０）は、カソード層（３６）とアノード層（３４）と
を順番に並べた層構造（３２）を有しており、
　対向するカソード層とアノード層（３６，３４）とは、特に多孔性に形成されたセパレ
ータ層（３８）によりそれぞれ互いに分離されており、
　前記電極／セパレータ配列体（３０）は、配列体表面（４０）を有しており、
　前記電極／セパレータ配列体（３０）を用意し、
　自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルム（５８）を用意し、
　自己付着性の当該プラスチックフィルム（５８）を、前記配列体表面（４０）の少なく
とも一部領域に着設する、
ステップを有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、用意された電極／セパレータ配列体（３０）は、緩い
層構造又はＺ状に折曲された層構造又は巻回された層構造を有していることを特徴とする
方法。
【請求項３】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、自己付着性の前記プラスチックフィ
ルム（５８）を前記電極／セパレータ配列体（３０）上に巻き付けることで着設が行われ
ることを特徴とする方法。
【請求項４】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、少なくとも一層の、好ましくは二層
の自己付着性の前記プラスチックフィルム（５８）が前記電極／セパレータ配列体（３０
）上に巻き付けられていることを特徴とする方法。
【請求項５】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、前記プラスチックフィルム（５８）
は、弾性的に形成されていることを特徴とする方法。
【請求項６】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、前記プラスチックフィルム（５８）
は、ポリオレフィン、特にポリエチレンからなるか、或いはポリエステルからなることを
特徴とする方法。
【請求項７】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、前記プラスチックフィルム（５８）
は、５～５０μｍの厚さ、好ましくは１０～３０μｍ、特に好ましくは１２～１８μｍの
厚さを有することを特徴とする方法。
【請求項８】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、前記プラスチックフィルム（５８）
は、少なくとも部分的な領域において孔があけられて形成されていることを特徴とする方
法。
【請求項９】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、後続の次のステップ、前記配列体表
面（４０）上に着設された前記プラスチックフィルム（５８）を、引き続き供給されるが
着設されないプラスチックフィルム（５８）から切り離すステップを特徴とする方法。
【請求項１０】
　先行請求項のいずれか一項に記載の方法において、前記プラスチックフィルム（５８）
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の着設に続くさらなる次のステップ、前記電極／セパレータ配列体（３０）を前記蓄積セ
ルハウジング（１２）に組み込むステップを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法において、前記蓄積セルハウジング（１２）は、金属から形成
されたハウジング又は複合フィルム、特にアルミニウム複合フィルムから形成されたハウ
ジングであることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　電気的なエネルギー蓄積セル（１０）を少なくとも部分的な範囲で製造する装置であっ
て、
　前記エネルギー蓄積セル（１０）は、蓄積セルハウジング（１２）を有し、この中に、
前記エネルギー蓄積セル（１０）を動作させるのに必要な電極／セパレータ配列体（３０
）が収められており、
　前記電極／セパレータ配列体（３０）は、カソード層（３６）とアノード層（３４）と
を順番に並べた層構造（３２）を有しており、
　対向するカソード層及びアノード層（３６，３４）とは、特に多孔性に形成されたセパ
レータ層（３８）によりそれぞれ互いに分離されており、
　前記電極／セパレータ配列体（３０）は、配列体表面（４０）を有しており、
　前記電極／セパレータ配列体（３０）を提供するように形成されている配列体提供ユニ
ット（５４）と、
　自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルム（５８）を用意するように構成さ
れているフィルム提供ユニット（５６）と、
　自己付着性の前記プラスチックフィルム（５８）を、前記配列体表面（４０）の少なく
とも一部領域に着設するように構成されている着設ユニット（６０）とを有する装置。
【請求項１３】
　請求項１～１１に記載の方法によって製造されている電気的なエネルギー蓄積セル（１
０）を備えたエネルギー蓄積モジュール。
【請求項１４】
　請求項１～１１に記載の方法によって製造されている電気的なエネルギー蓄積セル（１
０）を備えたトラクションバッテリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気的なエネルギー蓄積セルを少なくとも部分的な範囲で製造する方法及び
装置に関する。エネルギー蓄積セルは、蓄積セルハウジングを有し、この中に、エネルギ
ー蓄積セルを動作させるのに必要な電極／セパレータ配列体が収められている。電極／セ
パレータ配列体は、カソード層（カソードシート）とアノード層（アノードシート）とを
順番に並べた層構造を有しており、対向するカソード層とアノード層とは、特に多孔性に
形成されたセパレータ層によりそれぞれ互いに分離されている。
【背景技術】
【０００２】
　このように組み立てられた電気的なエネルギー蓄積セルは、例えば、ハイブリッドカー
や電気自動車に搭載されているトラクションバッテリを組み立てるのに用いることができ
る。ハイブリッドカーや電気自動車は、トラクションバッテリから電気エネルギーが供給
される駆動機械としての電気機械を有する。ハイブリッドカーの場合、電気機械の他に、
さらに別の駆動用のユニットが使用され、通常それは内燃機関である。これに対して、電
気自動車は、専ら電気機械によって駆動される。使用される電気機械は、通常は、回転可
能に支承されたロータが、位置の固定されたステータによって囲まれているインナーロー
タ型の機械として設計されている。駆動機械としては、同期電動機、とりわけハイブリッ
ド同期電動機を使用することができる。
【０００３】
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　トラクションバッテリは、電気的な高電圧蓄電池であり、２５０～４２０ボルトの電圧
レベルを有することができる。この電圧レベルを得るために、トラクションバッテリは、
数多くの直列に接続されたエネルギー蓄積セルから組み立てられている。このとき、エネ
ルギー蓄積セルは、通常、より小さなグループに、いわゆるエネルギー蓄積モジュールに
、まとめられ或いは接続されている。この場合、エネルギー蓄積モジュールは、トラクシ
ョンバッテリを構成するために互いに直列に接続されている。自動車の分野では、トラク
ションバッテリを組み立てるのに、特にリチウムイオン蓄電池が用いられる。
【０００４】
　対向するカソード層とアノード層がそれぞれセパレータ層によって互いに分離されてい
る層構造を有する電極／セパレータ配列体を製造することのできる複数の方法が知られて
いる。とりわけ、リチウムイオン蓄電池に用いられる電極／セパレータ配列体のためのそ
のような方法が知られている。これらの製造方法の三つにおいて、電極／セパレータ配列
体を構成している材料、すなわち、カソード材料、アノード材料及びセパレータ材料は、
ロール製品として貯蔵されている。従って、製造プロセス用の出発材料は、ロール製品で
あり、電極／セパレータ配列体の製造に必要な材料は、加工処理にロール製品として供給
される。
【０００５】
　エネルギー蓄積セルがリチウムイオン蓄電池として形成されている場合、カソード、つ
まり正極は、通常は、合成された電極、いわゆる複合電極である。この複合電極は、主立
った活物質と、電気的な導電助剤（Ｌｅｉｔａｄｄｉｔｉｖ）（これは例えば導電カーボ
ンブラックとすることができる。）と、電極バインダ（例えば、ポリフッ化ビニリデン（
Ｐｏｌｙｖｉｎｙｌｉｄｅｎｆｌｕｏｒｉｄ）（ＰＶＤＦ）である。）とからなり、アル
ミニウム箔（いわゆる集電フィルム）上に層形態で塗布されている。アノード、つまり負
極も、通常は、同じように合成された複合電極である。この場合、複合電極は、同じよう
に、主立った活物質（例えばグラファイト）と、例えば導電カーボンブラックのような電
気的な導電助剤と、電極バインダ（これは、例えばカルボキシルメチルセルロース（Ｃａ
ｒｂｏｘｙｍｅｔｈｙｌ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ）（ＣＭＣ）やスチレンブタジエンゴム（
Ｓｔｙｒｅｎｅ－Ｂｕｔａｄｉｅｎｅ　Ｒｕｂｂｅｒ）（ＳＢＲ）とすることができる。
）とからなり、この複合電極が、層形態で、集電フィルムとして働く銅箔上に塗布されて
いる。上記被覆されたアルミニウム箔が、先に述べたカソード材料に相当する。上記被覆
された銅箔が、先に述べたアノード材料に相当する。セパレータ材料は、大抵は、エネル
ギー蓄積セルを動作させるのに必要なイオンの通り抜けを可能にするポリマーフィルムで
あり、従って然るべく多孔性に形成されている。
【０００６】
　第一の製造方法、いわゆる積層法（スタック法）（Ｓｔａｐｅｌｖｅｒｆａｈｒｅｎ）
では、それぞれロール製品として貯蔵されたセパレータ材料、アノード材料及びカソード
材料が、各々ロールから繰り出され、電極／セパレータ配列体の幾何学的形状設定に合わ
せて裁断され、次に、別々にされたカソードシート（カソード層）、アノードシート（ア
ノード層）及びセパレータシート（セパレータ層）として用意され、積層体容器内に載置
され、個々のシートを積層体容器内に載置するときに決まった順番が保たれるので、対向
するカソードシート及びアノードシートが、それぞれセパレータシートによって分離され
る。こうして、全体として、固定されていない状態の緩い層構造、いわゆる積層体（スタ
ック）（英語ではｓｔａｃｋ又はｓｔａｃｋｉｎｇ）が出来上がる。
【０００７】
　第二の製造方法、いわゆる扁平巻き法（Ｆｌａｃｈｗｉｃｋｅｌｖｅｒ-ｆａｈｒｅｎ
）では、カソード材料を備えたロール、アノード材料を備えたロール及びセパレータ材料
を備えた二つのロールの全部で四つのロール電極材料が用意される。四つのロールから繰
り出された電極材料は、例えば、これら四つの独立した電極材料がまとめられ或いは統合
され或いは集められる偏向ローラを介して、回転する収納体に送り込まれ、次にこの収納
体上に電極材料が巻き付けられる。このとき、四つのロールは、例えば、まとめられる四
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つの電極材料について、次の層順：カソード材料、セパレータ材料、アノード材料、セパ
レータ材料、となるように上下に配列されている。まとめられる電極材料の設定数の層（
シート）が収納体上で巻き付けられた状態になると、巻き付けられた電極材料は、ロール
製品としてさらに提供された電極材料から切断により切り離され、続いて形が整えられる
。全体として、正極及び負極を固定しないまま巻き付けるときに、巻かれた層構造、いわ
ゆるセル巻体（Ｚｅｌｌｗｉｃｋｅｌ）（英語では：ｊｅｌｌｙ／ｒｏｌｌ（ジェリーロ
ール）、短縮して：Ｊ／Ｒ）が出来る。
【０００８】
　第三の製造方法、いわゆるつづら折り法（Ｚ－Ｆａｌｔｕｎｇｓ-ｖｅｒｆａｈｒｅｎ
）では、アノード材料、カソード材料及びセパレータ材料がロール材料として貯蔵された
状態にある。三つの電極材料は、繰り出され、これらの材料が送り込まれる例えばロール
対を介して互いに接合され、アノード材料とカソード材料が、これらの間に位置するセパ
レータ材料により互いに分離されている。ここで、アノード材料もカソード材料も、セパ
レータ材料に面した側だけが電気化学的に活性な材料により被覆されている。このように
して互いに接続された電極材料は、複数の偏向ローラを介して、ｚ状に折り畳まれた（つ
づら折りされた）層構造に整えられ、このとき偏向ローラは、作製すべき電極／セパレー
タ配列体の寸法に対応して互いに離間されている。
【０００９】
　上述の三つの製造方法以外に、さらに別の第四の製造方法、いわゆる、単体化された電
極を用いたつづら折り法が公知である。この製造方法では、セパレータ材料だけがロール
製品として貯蔵される。この繰り出されたセパレータ材料に、一方の側から裁断されたア
ノード材料板が、他方の側から同じように裁断されたカソード材料板が押し込まれ、これ
により、この方法でもＺ状に折り畳まれた層構造が出来上がる。
【００１０】
　第一の製造方法、積層法であっても、第三の製造方法、つづら折り法であっても、また
、第四の製造方法、単体化電極によるつづら折り法であっても、電極は、湾曲されること
も、屈曲されることもない。
【００１１】
　上述の四つの製造方法は全て、個々の電極ないしセパレータのシートないし層が互いに
動かないように結合されていない点が共通である。この結果、個々の電極層、つまりアノ
ード層とカソード層だけでなく、個々のセパレータ層も動いたり或いはズレたりし得るこ
とになる（例えば、機械的なストレスが働いたとき）。そのため、電極／セパレータ配列
体の後続の処理や加工の際に、電極の位置に誤差が生じかねず、これにより、カソードが
アノード面内に行きわたるようにはもはや位置しなくなる可能性があり、これがまた、エ
ネルギー蓄積セル内の内部微細ショート（ｉｎｎｅｒｅ　Ｆｅｉｎｓｃｈｌｕｅｓｓｅｎ
）の原因になりかねないリチウム被覆（Ｌｉｔｈｉｕｍ－Ｐｌａｔｔｉｅｒｕｎｇ）につ
ながる可能性がある。該当するエネルギー蓄積セルは、不良品として廃棄しなければなら
ない。
【００１２】
　特に、積層法（第一の製造方法）により製造されている電極／セパレータ配列体では、
さらに次の問題が生じ得る：つまり、後続の処理や加工の際に、電極／セパレータ配列体
が扇状に拡がる可能性がある。そのため、金属製のしっかりした（固い）ハウジング（こ
のようなハウジングは、ハードケース（Ｈａｒｄｃａｓｅ）とも称される。）に電極／セ
パレータ配列体を組み込む際に、個々のアノード層、カソード層ないしセパレータ層を損
傷することになる可能性がある。この傷のために、まだ行わなければならない電極／セパ
レータ配列体の仕上げの際に、信頼性を損ねる内部微細ショートが発生する可能性がある
。これが、こうして製造された電極／セパレータ配列体、いわゆるスタックバリエーショ
ン（Ｓｔａｃｋｖａｒｉａｎｔｅ）が、通常、“軟らかい”アルミニウム複合フィルム（
Ａｌｕｍｉｎｉｕｍ－Ｖｅｒｂｕｎｄｆｏｌｉｅ）からなるハウジングに収められている
ことの理由でもある。このようなハウジングは、ポーチ（Ｐｏｕｃｈ）とかソフトパック
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（Ｓｏｆｔｐａｃｋ）と称される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って、本発明の課題は、電気的なエネルギー蓄積セルを少なくとも部分的な範囲で製
造する既存の方法及び装置を改善することである。カソード層、アノード層、対向する層
を分けるセパレータ層が連続した（並んだ）層構造を有する電極／セパレータ配列体を、
任意に構成された、つまり層構造の具体的な形態やその製造に用いられた製造方法に関わ
らず、蓄積セルハウジングに収めることができることが、先ず可能でなければならない。
これにより、高い蓄積容量を有しつつも他方では取り扱いに簡単で、換言すれば、簡単な
やり方でエネルギー蓄積モジュールやトラクションバッテリに加工ないし配置することが
でき、しかも、電極／セパレータ配列体を外部の機械的な影響から十分保護するエネルギ
ー蓄積セルを製造できることが可能でなければならない。この要求は、特に、積層法によ
り製造された電極／セパレータ配列体（積層体（Ｓｔａｃｋ））が、角柱形に形成された
しっかりした金属製ハウジングに収められており、当該ハウジングが好ましくは０．３又
は０．５ミリメータより厚い肉厚を有する（このような金属製ハウジングは、ハードケー
スとも称される。）エネルギー蓄積セルにより満たされる。次に、エネルギー蓄積セルを
簡単なやり方で費用をかけずに製造することが可能でなければならない。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この課題は、最初に述べた種類の方法において、以下のステップが進行する方法により
解決される：
－電極／セパレータ配列体を用意し、
－自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルムを用意し、
－自己付着性のプラスチックフィルムを、配列体表面の少なくとも一部領域に着設する。
【００１５】
　さらに、この課題は、最初に述べた種類の、以下の手段を備える装置により解決される
：電極／セパレータ配列体を用意するように構成されている配列体提供ユニット、自己付
着性を有して形成されたプラスチックフィルムを用意するように構成されているフィルム
提供ユニット、自己付着性のプラスチックフィルムを、配列体表面の少なくとも一部領域
に着設するように構成されている着設ユニット。
【００１６】
　配列体表面の少なくとも部分領域上に着設されたプラスチックフィルムのおかげで、カ
ソード層、アノード層、そしてセパレータ層のもともとの位置が、相互に、とりわけ長期
にわたって固定され、つまりは、個々の層が互いに動いたりずれたりすることが防止され
る。こうして、全体として、電極／セパレータ配列体内における電極及びセパレータの当
初の位置が固定されたままになる。こうして、積層法により製造されている電極／セパレ
ータ配列体の場合には特に、後続の処理や加工の際に、配列体が扇状に拡がらないことが
保証されている。こうして、積層法により製造された電極／セパレータ配列体を、角柱形
に形成された金属製ハウジング（Ｈａｒｄｃａｓｅ）内に組み込み或いは収納することが
でき、その結果、取扱いが簡単でありながら、高い蓄積容量を備え且つ上述の金属製ハウ
ジング内において電極が理想的に空間を占有するエネルギー蓄積セルを製造することがで
きるということが可能である。プラスチックフィルムが、自分自身がそのままひっつく性
質を有して（自己付着性を有して）形成されていることにより、余分な接着剤を使用しな
くてもよくなる。すなわち、例えば包装目的のために使用される接着テープから知られて
いるように、表面に接着層が設けられたプラスチックフィルムの代わりに、そのような接
着層を持たないプラスチックフィルムを用いることができる。このことは、いくつにもプ
ラスに働く。先ず、これにより、さほど材料費をかけなくてもよい。というのも、場合に
より使用すべき接着剤は比較的高価なものだからである。次に、これにより、エネルギー
蓄積セルの製造時間を減らすことができる。これは、さもなければ接着剤を塗布するのに
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必要になる生産工程が省けるからである。加えて、エネルギー蓄積セルが接着剤を有さな
い、つまり材料がより少ない。このことが、エネルギー蓄積セルに組み込まれる他の材料
の選択に関して、場合によっては接着剤に起因する制限がなくなることにつながる。さら
に、接着層は、上述の接着テープから知られているように、例えば３０～５０μｍの厚さ
を有するので、自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルムにより、エネルギー
蓄積セルのエネルギー密度をさらに増加させることができる。
【００１７】
　こうして、上述の課題は全て解決されている。
【００１８】
　有利には、自己付着性の（自分自身がそのままひっつく性質を有する）プラスチックフ
ィルムは、吸着フィルムとして形成されている。これは、柔軟なプラスチックフィルムで
あって、しかも極めて平滑に形成され、接着剤を付けなくても平滑な表面に吸着するとい
うものであり、エネルギー蓄積セルに組み込むべき電極／セパレータ配列体の場合であれ
ば、電極ないしセパレータ上に吸着する。この吸着は、プラスチックフィルムの境界層と
、プラスチックフィルムが載る材料の境界層との間に形成されるいわゆるファンデルワー
ルス結合（Ｖａｎ－ｄｅｒ－Ｗａａｌｓ－Ｂｉｎｄｕｎ-ｇｅｎ）により引き起こされる
。従って、電極／セパレータ配列体の個々の層の固定は、例えば上述の接着層の形態の余
分な接着剤なしで可能である。
【００１９】
　本発明による方法により、特に、異なる製造方法による電極／セパレータ配列体に対し
て、とりわけ、固定していない層構造又はＺ状に折曲された層構造又は巻回された層構造
を有する電極／セパレータ配列体に対して、個々の層（シート）が理想的に固定され得る
。こうして、層構造を有する電極／セパレータ配列体を、任意の構成の蓄積セルハウジン
グ内に組み込みないし収納できることが可能となる。特に、積層法により製造された電極
／セパレータ配列体を、角柱形に形成された金属製ハウジング内に組み込みないし収納す
ることができる。この形態では、取扱いが簡単でありながらも高い蓄積容量を有するエネ
ルギー蓄積セルを製造することができる。
【００２０】
　上述した電極／セパレータ配列体の他に、例えば、いわゆる部分積層型（部分的にラミ
ネートされた）電極／セパレータ配列体といった、本発明による方法を適用できるか或い
は本発明による装置によって加工できる、他の代替的に構成され或いは組み立てられた電
極／セパレータ配列体も公知である。一般的にはこの場合、電極／セパレータ配列体を構
成しているカソード層、アノード層及びセパレータ層の一部が、一つの層結合体（シート
複合体）（Ｓｃｈｉｃｈｔｖｅｒｂｕｎｄ）に互いに貼り合わされている電極／セパレー
タ配列体が対象となる。換言すれば、部分積層型電極／セパレータ配列体は、少なくとも
一つのこのような層結合体を有している或いは複数のこのような層結合体からなっている
。このような層結合体（バイ・セル（Ｂｉ－Ｚｅｌｌｅ）とも称される。）は、例えば、
負極、セパレータ、正極、セパレータ、負極の順番か、或いは正極、セパレータ、負極、
セパレータ、正極の順番で、複数のアノード層及びカソード層並びにこれらを分離するセ
パレータ層を有する（ここで、互いに結合されている層の数は、もっと多くてもよい。）
。部分積層型の電極／セパレータ配列体では、複数の形態があり得る。第一の形態では、
複数のこのような層結合体が互いに積み重ねられていてもよい。代替的に、このような層
結合体の複数を、極性を交互にしながら一つのセパレータ材料上に着設することができ、
次に、巻いたり或いは折ったりすることで部分積層型の電極／セパレータ配列体を構成す
ることができる。
【００２１】
　有利には、自己付着性のプラスチックフィルムを電極／セパレータ配列体上に巻き付け
ることで着設が行われる。この手法により、プラスチックフィルムは、簡単なやり方で電
極／セパレータ配列体上に着設することができる。プラスチックフィルムは、この場合、
ロール製品として貯蔵し或いは提供することができる。次に、電極／セパレータ配列体を
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回転させることで、必要な量のプラスチックフィルムをロールから繰り出し、電極／セパ
レータ配列体上に巻き付けることができる。しかも、電極／セパレータ配列体上への、再
現性があり且つ決められた通りの、プラスチックフィルムの着設が保証され、これが、エ
ネルギー蓄積セルの信頼性のある製造を可能にし、電極／セパレータ配列体の層構造の優
れた押さえ（Ｖｅｒｐｒｅｓｓｕｎｇ）を確実にする。
【００２２】
　有利には、少なくとも一層の自己付着性プラスチックフィルムが電極／セパレータ配列
体上に巻き付けられている。この手法により、電極／セパレータ配列体の個々の層は、巻
き付けが行われる配列体表面に関して、全ての側からプラスチックフィルムが均一に供給
され、それにより確実に固定されていることを保証する。それと同時に、電極／セパレー
タ配列体は、巻回が行われる配列体表面に関して、外部作用に対して最大限保護されてい
ることになる。好ましくは、一層が着設されたプラスチックフィルムでは、プラスチック
フィルムの始端がプラスチックフィルムの終端とつなぎ目を形成するというような状態に
はなっていない。むしろ、巻き付けるべき配列体表面全体に比べて小さな領域において、
プラスチックフィルムの始端とプラスチックフィルムの終端の重なりがあり、それにより
、この領域において下側と上側のプラスチックフィルムが必ず存在するようになっている
。
【００２３】
　好ましくは、二層の自己付着性プラスチックフィルムが電極／セパレータ配列体上に巻
き付けられている。二層目の巻回により、プラスチックフィルムが自分自身の上に付着す
ることにより、個々の層の改善された押さえとそれに伴う固定とが得られることが実現さ
れる。
【００２４】
　後続のステップでは、配列体表面上に着設されたプラスチックフィルムを、供給され続
けているが着設されないプラスチックフィルムから切り離すことが行われる。こうして、
プラスチックフィルムをロール製品として用意することができ、これにより本発明による
方法が全体的に非常に簡単になる。切り離しのステップは、着設のステップの後に続ける
ことが好ましく、このことは特に、プラスチックフィルムを電極／セパレータ配列体上に
巻き付ける場合には有利である。代替的には、着設のステップの前に切り離しのステップ
を行うことも考えられ得る。このステップ順序は、例えば、短く切られた、例えばストリ
ップ形状のプラスチックフィルム片を電極／セパレータ配列体上に着設する場合に選択で
きる。
【００２５】
　自己付着性のプラスチックフィルムを着設することに続く後続のステップにおいて、電
極／セパレータ配列体を蓄積セルハウジングに組み込むことが行われる。組込みのステッ
プは、予め切り落とされたプラスチックフィルム片を電極／セパレータ配列体上に着設す
る場合、着設のステップの後に直ぐ続けることができる。しかし、組込みのステップは、
切り離しのステップに続けることもできる。それは、ロール製品として用意された或いは
貯蔵されたプラスチックフィルム（無端材料）を電極／セパレータ配列体上に巻き付ける
ときである。
【００２６】
　本発明の他の形態において、プラスチックフィルムは、弾性的に形成されている。弾性
的な、従って延伸可能なプラスチックフィルムにより、とりわけ良好な力の導入及びそれ
に伴う個々の層の押さえとその帰結である固定とが可能になる。好ましくは、食料品の包
装に用いられるような延伸フィルムを使用してもよい。このような“鮮度保存フィルム”
と称されるフィルムは、低コストで入手可能である。というのも、この場合、大量に製造
される製品だからである。有利には、延伸フィルムは、破れにくく形成されており、これ
が工程の高い確実性につながり、その結果、高い信頼性でエネルギー蓄積セルを製造する
ことができる。代替的に、普通であれば輸送対象を包装ないし保護する分野で用いられる
フィルムを用いてもよい。このようなフィルムは、“ストレッチフィルム”として知られ
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ている。
【００２７】
　本発明の他の形態において、プラスチックフィルムは、ポリオレフィン（Ｐｏｌｙｏｌ
ｅｆｉｎ）からなる。これらのポリマーは、エネルギー蓄積セル内に存在する電解質に関
して必要な十分な電気化学的ないし化学的な耐性を持つという点で傑出している。好まし
くは、プラスチックフィルムはポリエチレン（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎ）からなり、これ
を用いることで、電極／セパレータ配列体の個々の層を固定するのに関して特に良好な結
果を得ることができる。加えて、ポリエチレンからなるプラスチックフィルムは、大量生
産品であるが故に、とりわけ低コストである。また、ポリエステルフィルム（Ｐｏｌｙｅ
ｓｔｅｒｆｏｌｉｅｎ）、例えばポリエチレンテレフタレート（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎ
ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔ）（ＰＥＴ）からなるフィルムも用いることができる。
【００２８】
　５～５０μｍの厚さを有するプラスチックフィルムを用いると良好な結果が得られるこ
とが判明した。好ましくは、１０～３０μｍの厚さを有するプラスチックフィルムが用い
られる。特に好ましくは、１２～１８μｍ、場合によっては、さらに１２～１５μｍの厚
さを有するプラスチックフィルムが使用される。先に示されたプラスチックフィルムは、
これらを用いる場合に、くるまれた電極／セパレータ配列体の質量も体積も、従ってエネ
ルギー蓄積セルの質量も体積も、公称値の範囲で増えることがないという点で傑出してい
る。
【００２９】
　本発明の好ましい形態において、プラスチックフィルムは、少なくとも部分的な領域に
おいて孔があけられて形成されている。好ましくは、全部が穿孔されたプラスチックフィ
ルム、つまり、部分的な領域においてだけでなく全領域に亘って穿孔されているプラスチ
ックフィルムが使用されることが好ましい。穿孔された、それも特に微細穿孔されたプラ
スチックフィルムは、少なくとも部分的な領域において貫通孔を有している。このとき、
個々の孔は、規則的に配置されていても、不規則的に配置されていてもよい。個々の孔は
、穿孔工程によって或いは打抜工程によってプラスチックフィルムに穿設されていてもよ
い。少なくとも部分的な領域において穿孔されたプラスチックフィルムは、液体の電解質
が、電極とセパレータとをより良好に湿潤することができるという長所を有する。さらに
、このようなフィルムを使用することにより、固有のエネルギーが増加する。代替的に、
孔の空いていないプラスチックフィルム、つまり貫通孔のないプラスチックフィルムを用
いてもよい。
【００３０】
　本発明のさらに他の有利な形態において、さらに伸長されているプラスチックフィルム
が使用される。このようなフィルムは、より高い安定性に特徴がある。
【００３１】
　電極／セパレータ配列体が組み込まれることになる蓄積セルハウジングは、好ましくは
、金属から形成されたハウジングであるか、又は複合フィルム、それも特にアルミニウム
複合フィルムから形成されたハウジングである。金属から形成されたハウジングは、好ま
しくは、少なくとも０．３又は０．５ミリメータの肉厚を有する硬い或いはしっかりした
ハウジングであるべきである。このようなハウジングは、技術用語ではハードケース（Ｈ
ａｒｄｃａｓｅ）とも呼ばれる。複合フィルムから形成されたハウジングは、包装の類の
ハウジングである。このような包装様の蓄積セルハウジングは、ポーチないしソフトパッ
クとも呼ばれる。前述した、金属から形成された丈夫なハウジングを扱う場合にはとりわ
け、蓄積容量が高いと同時に取扱いが簡単なエネルギー蓄積セルを製造することができる
。本発明による方法を用いて或いは本発明による装置を用いて製造されているエネルギー
蓄積セルは、寿命が長くなることが判明した。これは、プラスチックフィルムが電極／セ
パレータ配列体、すなわちセパレータを持つ電極の集合体に及ぼす（僅かな）機械的圧力
から生じる改善された接触に帰すべきものである。このことは、特にリチウムイオン蓄電
池として形成されたエネルギー蓄積セルに対してあてはまる。個々の本発明によるエネル
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ギー蓄積セルの寿命が延びるているだけでなく、このようなエネルギー蓄積セルが中に装
備されているエネルギー蓄積モジュールないしトラクションバッテリの寿命も延びている
。
【００３２】
　本発明による方法ないし本発明による装置を用いることで、エネルギー蓄積セル内で必
要な電極及びセパレータの全てを最終的な形状に仕上げることが可能で、これにより、こ
れらをエネルギー蓄積セルの端子と接続し、蓄積セルハウジング内に組み入れることがで
きる。
【００３３】
　本発明による方法を用いて或いは本発明による装置を用いて、積層法によるか、又はつ
づら折り法によるか、又は単体化された電極を用いたつづら折り法により製造された電極
／セパレータ配列体が、自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルムによってく
るまれ、このくるまれた電極／セパレータ配列体が次に金属製のハウジング内に組み込ま
れ、そのハウジングが０．３又は０．５ミリメータよりも厚い肉厚を有するときにはとり
わけ、エネルギー密度が向上し、そのために蓄積容量が増加するとともに寿命が延びたエ
ネルギー蓄積セルを製造することができる。
【００３４】
　本発明の実施例を図に示し、以下の記載において詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】角柱形のエネルギー蓄積セルの原理的な構成を示す概略図である。
【図２】層構造を有する電極／セパレータ配列体の概略図である。
【図３】本発明による方法の流れを概観する或いは本発明による装置を概観する概略図で
ある。
【図４】自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルムの電極／セパレータ配列体
上への着設を示す概略図である。
【図５】異なる仕方でプラスチックフィルムにくるまれた電極／セパレータ配列体の四つ
の部分図である。
【図６】プラスチックフィルムが設けられた電極／セパレータ配列体の蓄積セルハウジン
グ内への組込みを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１は、バッテリーセルとも称されることもある電気的なエネルギー蓄積セル１０の基
本的な構成を概略図により示す。図１に示されていることから分かるように、角柱形に形
成されたエネルギー蓄積セルについて述べる。エネルギー蓄積セル１０は、蓄積セルハウ
ジング１２を有する。この蓄積セルハウジング１２は、多数のハウジング壁を有し、その
うちの一つに代表として符号１４が付されている。ハウジング壁の一つは、エネルギー蓄
積セル１０の蓋体１６である。蓋体１６には、二つの接続部１８，２０が設けられており
、エネルギー蓄積セル１０の接続部１８は正の接続部であり、接続部２０は負の接続部と
する。さらに、蓋体１６は、開口領域２４があるハウジング開口部２２を有する。ハウジ
ング開口部２２の領域には、エネルギー蓄積セル１０の周囲２８に対してハウジング開口
部２２を閉鎖する排気部２６が設けられている。この排気部２６を介して、圧力下にある
ガスをエネルギー蓄積セル１０の内部から逃がすことができ、これにより、機能に不具合
がある場合に、エネルギー蓄積セル１０が爆発することを回避することができる。
【００３７】
　図１に示されたエネルギー蓄積セルが角柱形のエネルギー蓄積セルであることは、以下
の実施例に関して何ら限定的に作用するものではなない。もちろん、本発明による方法或
いは本発明による装置に従って製造された電極／セパレータ配列体は、別様に形成された
蓄積セルハウジング内に収納されていてもよく、例えばアルミニウム複合フィルムから組
み立てられたハウジング内に収納されていてもよい。
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【００３８】
　本発明による方法用いて或いは本発明による装置を用いて可能となるのは、層構造を有
する電極／セパレータ配列体を、任意に作られた蓄積セルハウジング内に収納することが
できるということである。以下に、図２を参照しながら、既に何度か述べられた層構造の
構成について、もう一度詳しく立ち入ることにする。
【００３９】
　図２に示されていることから分かるように、本発明による方法を用いて或いは本発明に
よる装置を用いて製造された電極／セパレータ配列体３０は、ここでもまたアノード層と
カソード層の連続体を有する層構造３２を有し、アノード層の一つに符号３４が、カソー
ド層の一つに符号３６が付されている。図示からさらに分かるように、アノード層３４と
カソード層３６は、セパレータ層により互いに分離されており、これらのセパレータ層の
一つに符号３８が付されている。電極／セパレータ配列体３０は、配列体表面４０を有し
、この上に、自己付着性プラスチックフィルムが着設されることになる。電極／セパレー
タ配列体３０を構成している材料は、ロール製品として貯蔵され或いは用意されており、
このことが、図２において、カソード材料用のロール４２、アノード材料用のロール４４
及びセパレータ材料用のロール４６により示されている。アノード材料、カソード材料及
びセパレータ材料は、冒頭に述べた製造方法の一つ、すなわち、積層法、或いは扁平巻き
法或いは、つづら折り法或いは個別電極によるつづら折り法を用いて、電極／セパレータ
配列体３０に加工され、このことが、矢印４８，５０，５２によって示されている。
【００４０】
　図示された電極／セパレータ配列体、つまり蓄積セルハウジングに入れるべき電極／セ
パレータ配列体３０がアノード層３４、カソード層３６及びセパレータ層３８の図示され
た配置のゆえに積層法により製造されていて緩い層構造に関するものであることが、図２
に示されたものから推測されるものだとしても、そのことが限定的な効果を持つものでは
ない。図２に関連してなされた説明は、他の製造方法の一つにより製造されている電極／
セパレータ配列体に対しても、つまりＺ状に折曲された層構造や巻回された層構造に対し
ても然るべきやり方において有効である。また、冒頭で述べた部分的に積層された電極／
セパレータ配列体に対しても同じである。
【００４１】
　図２に示されていることから分かるように、蓄積セルハウジング内に入れるべき電極材
料３０は、多数の層連続体を持つ層構造を有しており、このとき、層連続体は、アノード
層３４、カソード層３６及びそれらの間に位置するセパレータ層３８から構成されている
。
【００４２】
　図３は、本発明による方法の経過ないし本発明による装置の構成についての概観を与え
ている。第一のステップでは、配列体提供ユニット５４により、電極／セパレータ配列体
３０が用意される。続くステップでは、フィルム提供ユニット５６により、自己付着性を
有して形成されたプラスチックフィルム５８が用意される。続くステップでは、着設ユニ
ット６０により、自己付着性のプラスチックフィルム５８が配列体表面の少なくとも一部
領域に着設される。後続のステップにおいて、自己付着性を有して形成されたプラスチッ
クフィルム５８が巻き付けられた電極／セパレータ配列体３０が、組込ユニット６２によ
り、蓄積セルハウジング１２内に組み込まれる。図３で取り挙げられた蓄積セルハウジン
グの図示に関係なく、この場合、金属から形成され、好ましくは０．３か０．５ミリメー
タよりも厚い肉厚を有するハウジングであってもよい。代替的に、複合フィルム、特にア
ルミニウム複合フィルムから形成されたハウジングであってもよい。
【００４３】
　本目的に合わせて設けられた、しかし図３には見やすくする目的で不図示の切断ユニッ
トにより、後続のステップにおいて、配列体表面４０上に着設すべき或いは着設されたプ
ラスチックフィルム５８が、供給され続けるが着設されないプラスチックフィルム５８か
ら切断される。既に初めに説明したように、切断のステップは、着設ステップの後に続け
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てもよいし、着設のステップの前に行うのでもよく、このことが、図３では、ドット６４
により示されている。従って、自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルムが設
けられた電極／セパレータ配列体の蓄積セルハウジング内への組み込みは、プラスチック
フィルムの電極／セパレータ配列体上への着設に直ぐに続けて行うこともできるし、直ぐ
続けてでなくてもよい。
【００４４】
　他のドット６６により、図３においてさらに表されているのは、本発明による方法或い
はこの方法に属するステップは、全製造方法ないしステップ全ての部分的な範囲（Ｔｅｉ
ｌｕｍｆａｎｇ）であって、エネルギー蓄積セルは、全製造方法ないしステップにより製
造されるということである。換言すれば、本発明による方法は、エネルギー蓄積セルの製
造の部分的な範囲に関するものである。
【００４５】
　ここで注意しておきたいのは、図３において取り挙げられた図示（この図示によれば、
処理ユニットは独立している。）が、限定的な効果を持つことはないという点である。図
２において別々に示された処理ユニットは、任意の数の統合された処理ユニットもしくは
たった一つの総処理ユニットにまとめられていてももちろん構わない。
【００４６】
　図４には、自己付着性を有して形成されたプラスチックフィルム５８の電極／セパレー
タ配列体３０上への着設が概略的に示されている。図４には、考えられる着設の一形態、
すなわち、自己付着性のプラスチックフィルム５８を電極／セパレータ配列体３０へ巻き
付けることが示されている。このために、電極／セパレータ配列体３０は、図４に不図示
の回転装置により回転させることができ、このことが矢印６８により示されている。電極
／セパレータ配列体３０の回転運動により、ロール製品として貯蔵された或いは用意され
たプラスチックフィルム５８が、ロールから繰り出され、電極／セパレータ配列体３０上
に巻き付けられる。
【００４７】
　図５は、四つの部分図からなり、それらは、違うようにしてプラスチックフィルム５８
でくるまれた電極／セパレータ配列体３０を示している。部分図５ａは、電極／セパレー
タ配列体３０を示しており、この上には、一層のプラスチックフィルム５８が着設されて
いる。この場合、部分図５ｂに示されているように、好ましくは小さな領域７０に、着設
されたプラスチックフィルム５８の始端７４と終端７６との重なり合い７２が存在するよ
うに構成されている。部分図５ｃは、電極／セパレータ配列体３０を示しており、この上
には、二層のプラスチックフィルム５８が着設されている。部分図５ａ，５ｂ，５ｃの破
線で描かれた図により、プラスチックフィルム５８が穿孔されて形成されていることが示
されていることになっている。これに対して、部分図５ｄに取り挙げられた、実線で描か
れたプラスチックフィルム５８の図示により、穿孔されていないプラスチックフィルムも
利用可能であることが示されている。もちろん、部分図５ｂ及び５ｃの両方において示さ
れたプラスチックフィルムも穿孔されないで形成されていてもよい。
【００４８】
　図６は、プラスチックフィルム５８が設けられた電極／セパレータ配列体３０を蓄積セ
ルハウジング１２内に組み込む点が再度示されており、このことが矢印７８により表され
ている。
【００４９】
　既に説明したように、プラスチックフィルムは、弾性的に形成することができ、ポリオ
レフィン（特にポリエチレン）、或いはポリエステルから構成することができ、５～５０
μｍの厚さ、好ましくは１０～３０μｍの厚さ、特に好ましくは１２～１８μｍの厚さを
有することができる。
【符号の説明】
【００５０】
１０　エネルギー蓄積セル
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１２　蓄積セルハウジング
１４　ハウジング壁
１６　蓋体
１８　正の接続部
２０　負の接続部
２２　ハウジング開口部
２４　開口領域
２６　排気部
２８　周囲
３０　電極／セパレータ配列体
３２　層構造
３４　アノード層
３６　カソード層
３８　セパレータ層
４０　配列体表面
４２　ロール
４４　ロール
４６　ロール
４８　矢印
５０　矢印
５２　矢印
５４　配列体提供ユニット
５６　フィルム提供ユニット
５８　プラスチックフィルム
６０　着設ユニット
６２　組込ユニット
６４　ドット
６６　ドット
６８　矢印
７０　領域
７２　重なり合い
７４　始端
７６　終端
７８　矢印
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【国際調査報告】
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